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子ども会議発子ども会議発

ＫＹＯ子ども祭りＫＹＯ子ども祭り
▲各小学校の児童が大きな声で自慢の商品を売り上げた

▲出初式で消防表彰を受ける団員たち

　１月１０日、香美市香北グラウンドで約３００人の消防団員

・関係者が参加し香美市消防出初式が開催されました。

　式典では、団員の表彰や機械器具点検、分列行進などが行

われ、団員らは防災への決意を新たにしていました。

　１２月２７日、土佐山田町の日曜市で、香美市

ＫＹＯ子ども祭りが開催されました。

　これは、市内の小中高生が香美市のことを話し

合う香美市子ども会議で発案されたもので、子ど

もたち自身が主体的に企画運営を行って実現しま

した。『ＫＹＯ』は、香北・山田・大栃の頭文字

で、香美市の子どもたちが一つになって盛り上げ

ようという思いが込められています。

　当日は各学校が出店し、特産の野菜やゆず、も

ち米、手作り春巻きなど多彩な商品を販売したほ

か、ステージでは、学校で学習したことの発表や

いざなぎ流舞神楽の実演などが行われました。

　会場はあふれ返るほどの人でにぎわい、訪れた

人たちは、「子どもたちの活気のある声でこっち

まで元気になるねえ」と笑顔を見せていました。

大宮小の春巻き大好評！大宮小の春巻き大好評！
　１１月１５日、バリューノアの駐車場を会場に１

日限りの大マルシェが開催され、大宮小学校６年

生が出店し、販売体験を行いました。

　大宮小６年生は、総合的な学習の時間のテーマ

に『食と健康』を選び、香北町の特産品を生かし

た食品開発を行ってきました。授業の中で児童は、

山田高校商業科で食品開発の経験談を聞いたり、

試食会を行ったりしながら試行錯誤を重ね、香北

の野菜がたっぷり入った春巻きを作り上げました。

　当日は多くの来場者でにぎわい、２００本の春巻

きを２時間で完売しました。この体験を通じ、一

つのことをやり遂げる達成感を味わい、お客さん

から「おいしい」と言ってもらう喜びや、接客の

難しさを感じることができたようです。児童らは、

「たくさんの人たちの協力や応援を忘れず、これ

からの取り組みも頑張りたい」と話していました。


